
★ご近所に友人がいますか？

★お互いの家族構成を知っている

　ご近所さんはいますか？

★お互いの家を行き来するご近所さんはいますか？

★家族ぐるみで親しくしているご近所さんはいます

　か？

　★ご近所さんの顔をよく知っていますか？

　★ご近所さんと会ったらあいさつをしますか？

　　　★ときどき立ち話をしたりしますか？

　　　　　　　★困ったときに助け合ったり相談した

　　　　　　　　　りしますか？

　

★地域の課題や問題となることを知っていますか？

★自分の住んでいる地域に関心がありますか？

★自治体の広報誌や地域の情報紙・フリーペー

　パーに目を通していますか？

★地域のイベントやお祭りに参加

    したことがありますか？

　　　　　　★ご近所さんと調味料の貸しかりを

　したり、おかずをおすそ分けしたりすることが

　ありますか？

★近所の子どもを叱ったり、ご近所さんに叱られ       

　たことがありますか。

　地域の安心・安全の実現のために「ご近所づ

きあい」の必要性が再認識されています。家族

構成やライフスタイルの移り変わりとともに地

域への関わり方も変化してきている昨今、どの

よ う に 地 域 や 近 隣 と 関 わ っ て い け ば よ い の だ

ろ う？　 と い う 声 も 聞 か れ ま す。 簡 単 で す！ 

「知り合いをふやす」そして「みんな仲良くなる」

ことです。お互いを知り、日常から深いつき合いを

持たなくても、いざというときに支え合える・助け

合える心をもつことが大切に思われます。

　

テ
ー
マ
は
「
葉
山
の
鳥
」。
身

近
な
鳥
や
山
で
出
会
う
野
鳥
な
ど

の
写
真
を
お
送
り
下
さ
い
。
協
会

Ｈ
Ｐ
に
掲
載
。
応
募
は
①
メ
ー
ル

か
②
郵
送
で
。
氏
名
・
住
所
・
電

話
・
コ
メ
ン
ト
を
お
忘
れ
な
く
♪

   

詩
吟
は
お
腹
か
ら
大
き
な
声
を
出
す
こ
と
で
健

康
増
進
を
は
か
る
だ
け
で
な
く
、
漢
詩
で
中
国
の

歴
史
か
ら
「
三
国
志
」
や
「
李
白
」「
杜
甫 

」
を
、

ま
た
日
本
の
歴
史
上
の
出
来
事
や
人
物
を
、
声
を

出
し
な
が
ら
勉
強
す
る
こ
と
の
で
き
る
生
涯
学
習

に
も
な
り
ま
す
。 

　

葉
山
町
内
で
は
、
会
館
や
自
宅
な
ど
を
教
場
に

し
て
現
在
19
の
教
室
で
月
に
３
～
４
回
活
動
を
行

い
、
葉
山
文
化
祭
や
上
部
団
体
の
大
会
な
ど
に
参

加
。
町
内
で
福
祉
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

  

〈
問
い
合
わ
せ
〉
０
４
６
（
８
７
５
）
３
３
９
７

　
　

akira-kam
im

ura3397@
clear.ocn.ne.jp

   

葉
山
町
詩
吟
・
詩
舞
連
盟    

上
村　

章

寒
さ
に
負
け
ず

　
　
　
新
し
い
里
山
「
葉
山
の
森
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
歩
き
ま
し
ょ
う
♪

〈
日    

時
〉 

24
年
２
月
25
日
（
土
）

 　
　
　

     

葉
山
図
書
館
階
段
下　

10
時
集
合

〈
コ
ー
ス
〉
葉
山
図
書
館
～
仙
元
山
～
葉
山
の
森

　
　
　
　

～
森
戸
川
林
道
～
二
子
山
～
南
郷
公
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

       

14
時
解
散
予
定

〈
定　

員
〉  

25
名
（
小
学
生
以
上
健
康
な
方
） 

〈
持
ち
物
〉  
昼
食
・
飲
み
物
・
帽
子

〈
参
加
費
〉  
３
０
０
円
（
保
険
料
・
資
料
代
）

〈
申
込
み
〉
０
４
６
（
８
７
８
）
７
４
３
１

　
　
　
　

二
子
山
山
系
自
然
保
護
協
議
会　

伊
東

　

み
ん
な
で
楽
し
く
、
よ
く
知
っ

て
い
る
歌
を
歌
い
ま
す
。

２
月
12
日
（
日
）
14
時
～
16
時

福
祉
文
化
会
館
大
会
議
室

０
４
６
（
８
７
５
）
０
０
２
９

60
才
か
ら
の
音
楽
教
室　

高
梨

２
～
３
月

※ 設問引用サイト
    ・ （財）全国社会保険柄共済会「のびのびネット」
    ・ ランキング情報サイト「となりの芝生」
    ・ 「問答家族」レイコママ

　

厄
を
払
っ
て
福
を
招
き
入
れ
る

神
事
。 

祭
典
の
中
で
豆
ま
き
が

行
わ
れ
、
福
豆
の
授
与
も
あ
り
ま

す
。

２
月
３
日
（
金
）
10
時
～　

　

森
戸
神
社
に
て

０
４
６
（
８
７
５
）
２
６
８
１

節
分
祭

ア
ミ
ス
タ
会

写
真
投
稿
お
待
ち
し
て
ま
す

ご近所づきあい度
あなたの

いくつ心当たりがありますか？

チェック！

　　　 意外と簡単、ご近所づきあい

新規加盟団体の紹介

葉山の森を歩こう

イ

ン
情ベ

ト
報

 

　 「
葉
山
町
詩
吟
・
詩
舞
連
盟
」
が

　
　
　
　
登
録
団
体
に
仲
間
入
り
！

4梅の名所・見所おたずねください 葉山まちづくり協会協会 HP にはイベント情報がいっぱい！ 葉山まちづくり協会1

みそぎ橋を渡ったら
ひょっこり現れるあずまや。
波の音を聴きながら
過ごすやすらぎのひと時。

夕陽に染まり輝く水面と
江ノ島や富士山も一望で
きます。松林の間に沈む
夕陽もまた格別です。

山口蓬春記念館 ( 一色）
蓬春が春子夫人とともに育て
た庭園。四季を通して多くの
花が彩を添えます。

訪ねる

士
富
と
陽
夕

岸
海
戸
森

歩
散

ひと休み

三家橋・落雁橋周辺   お地蔵さんやお花、
　　　　　　ゴイサギ、 トンビやカルガモに出会えます !

茅
ち

山
ざん

荘 ( 下山口 )
紅葉の隠れた見所です。鮮や
かな新緑に映える茅葺きの門
も道行く人を魅了しています。

( 堀内 )

不動滝 ( 木古庭 )
小さな滝ですが流れ落ちる水の
音やマイナスイオンを浴びてど
こか懐かしい滝です。

葉山にこにこ保育園のとなり (長柄 )
  長柄の奥に季節の花でいっぱいの
  庭があり、そこには園児のための
  置物も…。

森戸神社裏手には「千
せんがんまつ

貫松」と
いわれる源頼朝公由来の松が
ある。

山城屋 ( 下山口 )
薄皮でしっとりやわらかな夫婦
まんじゅう。今も昔からの味を
大事に守り続けています。

スターバックスコーヒー ( 堀内 )
コーヒーの香りに誘われて…。
テラス席では愛犬とともにくつ
ろげます。

魚佐 ( 堀内）
新鮮なお魚料理が人気で行列
ができることもしばしば。
地元の魚も楽しめる。

南郷上ノ山公園 ( 長柄 )
緑に囲まれた自然豊かな
公園。心も体も開放され
る広場。
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秋
谷
の
浄
楽
寺
に
は
運
慶
作
の
仏
像
が
合
わ

せ
て
５
体
あ
り
ま
す
。
阿
弥
陀
三
尊
像
、
不
動

明
王
像
、
毘
沙
門
天
像
は
毎
年
三
月
三
日
と
十

月
十
九
日
に
公
開
さ
れ
、
多
勢
の
人
が
集
ま
り

ま
す
。

　

源
頼
朝
が
父
義
朝
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
奈

良
の
仏
師
成
朝
に
造
ら
せ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ

て
い
た
毘
沙
門
天
像
の
内
か
ら
昭
和
34
年
に
杓

子
状
の
銘
札
が
発
見
さ
れ
、
鎌
倉
彫
刻
の
第
一

人
者
運
慶
が
小
仏
師
10
人
を
率
い
て
和
田
義
盛

と
そ
の
夫
人
の
た
め
に
造
立
し
た
像
と
判
明
し

ま
し
た
。

　

阿
弥
陀
如
来
像
は
ヒ
ノ
キ
の
寄
木
造
り
で
全

体
に
大
き
く
お
顔
も
肉
付
き
よ
く
、
ふ
っ
く
ら

重
量
感
が
あ
り
ま
す
。
目
は
彫
眼
で
拝
む
人
を

と
ら
え
て
話
し
か
け
る
よ
う
で
す
。
両
脇
の
観

音
、
勢
至
の
両
菩
薩
立
像
も
豊
か
な
流
れ
る
よ

う
な
美
し
さ
で
衣
文
も
写
実
的
で
心
ひ
か
れ
ま

す
。
不
動
明
王
像
、
毘
沙
門
天
像
も
ヒ
ノ
キ
の

寄
木
造
、
目
は
水
晶
を
は
め
こ
ん
だ
玉
眼
が
用

い
ら
れ
力
強
さ
が
み
な
ぎ
り
ま
す
。

　

浄
楽
寺
は
郵
便
制
度
の
創
始
者
で
あ
る
前
島

　

館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
「
備
え
よ
う
。
～
葉
山

の
地
震
を
考
え
る
～
」
を
見
な
が
ら
、
11
月
25

日
、
町
内
会
の
代
表
や
関
係
者
に
話
を
う
か

が
っ
た
。

上
田
氏
（
つ
つ
じ
ヶ
岡
町
内
会 

）
今
度
の
津

波
の
こ
と
を
考
え
る
と
子
供
（
と
く
に
海
岸
か

ら
遠
い
と
こ
ろ
に
住
む
）
が
海
岸
に
遊
び
に
行

く
こ
と
へ
の
対
応
が
必
要
。
１
次
避
難
場
所
で

あ
る
青
少
年
会
館
の
改
築
は
来
年
の
予
定
な
の

で
当
面
は
葉
山
小
学
校
に
。
飲
料
水
は
井
戸
の

活
用
を
し
た
い
が
ポ
ン
プ
が
作
動
不
良
だ
（
現

在
は
高
機
能
の
も
の
に
交
換
さ
れ
問
題
な
い
）。

三
橋
氏
（
鐙
摺
町
内
会 

）
展
示
の
関
東
大
地

震
に
つ
い
て
は
生
き
字
引
が
い
る
の
で
、
そ
の

人
に
聞
い
た
ら
よ
か
っ
た
。
チ
リ
地
震
の
時
、

鐙
摺
港
の
水
が
全
部
引
い
た
が
３
・
11
で
は
少

し
残
っ
た
。
潮
位
は
２
m
上
が
っ
た
。
大
津
波

警
報
の
発
令
を
受
け
て
道
路
か
ら
海
寄
り
の
家

は
避
難
さ
せ
た
。
一
軒
ず
つ
回
っ
て
避
難
を
促

し
、
高
台
の
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
。
発
電
機
が
あ
っ

た
の
で
テ
レ
ビ
が
見
ら
れ
情
報
は
得
ら
れ
、
午

後
7
時
に
は
解
除
し
た
。
こ
の
こ
と
は
消
防
関

係
者
に
伝
え
た
が
対
策
本
部
に
は
伝
わ
ら
な

か
っ
た
。

小
峰
氏
（
諏
訪
町
町
内
会 

）
朝
日
ビ
ー
ル
の

保
養
所
に
避
難
し
72
名
が
泊
ま
っ
た
。
電
話
が

　

福
島
県
か
ら
来
た
子
ど
も
た
ち
55
名
（
保
護

者
２
名
含
む
）
が
葉
山
の
海
と
山
を
体
い
っ
ぱ

い
楽
し
み
ま
し
た
。

　

２
０
１
１
年
12
月
29
日
（
木
）、
厳
し
い
寒

さ
が
ゆ
る
み
青
空
に
恵
ま
れ
た
日
、
森
戸
、
一

色
の
海
岸
と
三
ヶ
岡
山
を
ハ
イ
キ
ン
グ
し
た
子

ど
も
た
ち
。
い
ろ
い
ろ
な
年
齢
の
子
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
組
み
合
わ
せ
た
グ
ル
ー
プ
で
元
気
に

歩
き
ま
し
た
。

　

三
ヶ
岡
山
山
頂
で
全
員
集
合
し
、
ボ
ラ
ン

   

隔
週
金
曜
日
の
朝
、
綱
渡
り
を
楽
し
ん
で
い

る
団
体
が
あ
り
ま
す
。
名
前
は
「
朝
ツ
ナ
」、

代
表
の
寒さ
ん
が
わ川
一は
じ
めさ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
―
ス
ポ
ー
ツ
の
名
称
と
し
て
は
、
ス
ラ
ッ
ク

ラ
イ
ン
と
い
う
名
前
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
よ
う

で
す
が
、
寒
川
さ
ん
は
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
と
ど

の
よ
う
な
出
会
い
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

3
年
ほ
ど
前
に
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
マ
ー
の
友
人

か
ら
「
こ
の
よ
う
な
遊
び
が
あ
る
よ
」
と
知
ら

さ
れ
ま
し
た
。
や
っ
て
み
る
と
全
く
綱
（
ベ
ル

ト
）
の
上
に
の
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ん
で

す
。
そ
の
頃
は
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
と
い
う
名
も

日
本
に
は
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

―
―
会
の
発
足
は
い
つ
ご
ろ
で
す
か
？

　

朝
ツ
ナ
と
い
う
名
称
な
し
に
、
葉
山
公
園
で

開
催
し
た
の
は
２
０
０
８
年
の
春
で
、
参
加
者

は
私
を
含
め
て
３
人
で
し
た
。
朝
ツ
ナ
と
し
て

定
期
開
催
す
る

よ
う
に
な
っ
た

の
は
２
０
０
９

年
の
６
、７
月

ご
ろ
で
す
。
と

く
に
会
員
登
録

の
よ
う
な
も
の

は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
30
人
ほ
ど

通
じ
な
い
の
で
消
防
車
を
止
め
て
弁
当
を
要

請
。
ご
は
ん
と
毛
布
が
届
い
た
。
翌
朝
、
即
席

麺
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
飲
料
水
が
一
人
1
本
ず

つ
届
い
た
。
避
難
を
断
る
老
人
も
あ
る
。
そ
の

場
合
は
若
い
人
が
つ
く
必
要
が
あ
る
。
今
後
の

課
題
の
一
つ
。

高
梨
氏
（
木
ノ
下
町
内
会
）
電
柱
の
海
抜
表
示

は
効
果
が
あ
る
と
思
う
。
木
の
下
地
区
は
低
い

の
で
近
く
の
関
東
学
院
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
と
協

定
を
結
び
一
時
避
難
所
と
し
、
そ
こ
か
ら
葉
山

小
学
校
へ
移
動
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

国
藤
氏
（
長
柄
下
町
内
会
）
こ
れ
ま
で
は
津
波

よ
り
台
風
の
方
を
意
識
し
て
き
た
が
津
波
が
森

戸
川
を
逆
流
す
る
こ
と
も
考
え
る
べ
き
。
会
館

や
避
難
所
が
狭
く
、
防
災
訓
練
も
思
う
よ
う
に

で
き
て
い
な
い
が
、毛
布
な
ど
倉
庫
の
備
蓄
品
、

発
電
機
な
ど
年
1
回
点
検
・
試
運
転
を
実
施
し

て
い
る
。
自
主
防
災
を
検
討
中
で
あ
る
。

矢
嶋
氏
（
牛
ヶ
谷
戸
町
内
会 

）
21
年
9
月
、「
防

災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
学
習
会
に
参
加
し
マ
ッ

プ
の
必
要
性
を
痛
感
し
す
ぐ
作
成
に
取
り
か

か
っ
た
。
３
・
11
後
は

専
門
家
の
協
力
を
得
て

戦
後
の
航
空
写
真
を
も

と
に
作
業
。
パ
ト
ロ
ー

ル
を
し
な
が
ら
危
険
箇

所
を
調
べ
た
が
土
砂
災

害
が
心
配
で
あ
る
。
こ

こ
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
は
「
弱
者
に
対
す
る

対
策
の
必
要
性
。
独
居
老
人
の
把
握
」
な
ど
。

さ
っ
そ
く
緊
急
時
に
も
日
常
的
に
も
独
居
老
人

な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
立
ち
上
げ
た
。

密ひ
そ
かの
墓
が
あ
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
潟
出
身
で
す
が
温
暖
な
こ
の
地
を
好
み
、
何

よ
り
富
士
山
を
眺
め
る
の
が
好
き
で
寺
境
内
の

池
の
そ
ば
に
あ
っ
た
家
で
晩
年
を
す
ご
し
ま
し

た
。
毎
日
の
よ
う
に
眺
め
て
歩
い
た
所
に
富
士

山
の
形
を
し
た
墓
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

公
開
日
の
ほ
か
は
、
運
慶
作
の
拝
観
に
は
予

約
が
必
要
で
す
。ふ
だ
ん
の
日
は
人
影
少
な
く
、

無
縁
仏
の
墓
石
に
刻
ま
れ
た
石
仏
に
や
わ
ら
か

な
陽
光
が
ふ
り
そ
そ
い
で
い
ま
す
。

浄
楽
寺　

０
４
６
（
８
５
６
）
８
６
２
２

Ｊ
Ｒ
逗
子
駅　

バ
ス
２
番
乗
り
場　

佐
島
マ
リ
ー
ナ

入
口
行
（
逗
７
・
71
）
約
25
分　
「
浄
楽
寺
」
下
車

の
仲
間
が
い
ま
す
。
開
催
す
る
と
15
人
ほ
ど
が

参
加
し
て
い
ま
す
。

―
―
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
の
起
こ
り
に
つ
い
て
教
え

て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

　

１
９
６
０
年
代
に
米
国
ヨ
セ
ミ
テ
公
園
を
中

心
に
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
マ
ー
達
の
間
で
バ
ラ
ン
ス

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
始
ま
っ
た
と
聞
い
て
い

ま
す
。
今
は
幅
5
セ
ン
チ
位
の
ベ
ル
ト
状
の
も

の
を
使
用
し
て
い
ま
す
が
初
期
は
登
山
用
の
ザ

イ
ル
を
木
の
間
に
張
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

私
が
始
め
て
し
ば
ら
く
す
る
と
、
ギ
ボ
ン
と

い
う
ベ
ル
ト
の
メ
ー
カ
ー
の
人
が
訪
ね
て
き
ま

し
た
。
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
を
広
め
る
た
め
で
し

た
が
、
私
が
す
で
に
や
っ
て
い
る
と
い
う
と
、

と
て
も
驚
い
て
い
ま
し
た
。
こ
の
時
の
事
も
朝

ツ
ナ
と
し
て
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
す
る
き
っ
か

け
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
見
の
ん
び
り
し
た
ス
ポ
ー
ツ
で
す
が
、
現

在
で
は
世
界
大
会
も
あ
り
、
一
対
一
で
交
互
に

ト
リ
ッ
ク
（
逆
立
ち
、
回
転
、
ジ
ャ
ン
プ
、
宙

返
り
な
ど
の
技
）
を
競
い
、
審
判
の
判
定
で
勝

敗
を
決
め
る
正
式
な
競
技
で
す
。
そ
の
日
本
代

表
も
朝
ツ
ナ
に
参
加
し
て
宙
返
り
な
ど
を
見
せ

て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。　
　

―
―
ヨ
ッ
ト
同
様
に
葉
山
が
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン

発
祥
の
地
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

サ
ン
ノ
ッ
ト　

０
４
６
（
８
４
５
）
５
５
５
０

今
後
は
町
内
会
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
ふ
れ
あ
い

サ
ー
ク
ル
、
子
供
会
活
動
を
基
本
に
、
①
防
災

マ
ッ
プ
の
充
実
と
防
災
組
織
の
確
立
、
②
ふ
れ

あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
要
員
の
拡
充
、
③
町
内
会
だ

よ
り
の
活
用
、
④
防
災
機
材
の
充
実
、
を
図
る
。

　　

こ
の
他
に
も
、
避
難
所
で
あ
る
葉
山
小
学
校

に
発
電
機
の
必
要
性
。
防
災
対
策
の
強
化
に
つ

い
て
町
役
場
も
警
察
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
て

や
っ
て
ほ
し
い
。
警
察
な
ど
官
公
庁
の
異
動
の

際
の
引
継
ぎ
の
重
要
性
。
避
難
に
際
し
て
ペ
ッ

ト
対
策
。
町
内
会
で
の
地
区
社
会
協
議
会
の
必

要
性
な
ど
、
参
考
に
な
る
意
見
が
多
く
、
行
政

も
真
摯
に
こ
れ
ら
の
意
見
を
取
り
上
げ
て
対
応

し
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
当
協
会
も
町
内
会
と

の
連
携
の
必
要
性
な
ど
を
痛
感
し
た
。

テ
ィ
ア
手
作
り
の
お
弁
当
を
食
べ
た
後
、
木
登

り
を
し
た
り
、
ま
た
、
全
員
で
鬼
ご
っ
こ
を
し

て
遊
び
ま
し
た
。

　

海
で
は
砂
浜
や
岩
場
で
貝
が
ら
や
シ
ー
グ
ラ

ス
を
集
め
ま
し
た
。
男
の
子
の
な
か
で
は
石
切

り
を
競
う
の
も
流
行
。
波
打
ち
際
で
裸
足
に
な

り
ジ
ー
ン
ズ
を
た
く
し
上
げ
、
ま
た
は
脱
い
で

下
着
に
な
り
海
水
に
入
っ
て
い
た
子
も
い
ま

す
。
暖
か
い
と
は
い
え
12
月
、
濡
れ
た
ジ
ー
ン

ズ
を
懸
命
に
乾
か
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
姿
も
。

た
く
さ
ん
体
を
動
か
し
、
真
っ
赤
な
夕
日
が
海

に
沈
む
ま
で
た
っ
ぷ
り
遊
び
ま
し
た
。

　

ふ
だ
ん
外
遊
び
が
制
限
さ
れ
て
い
る
子
ど
も

た
ち
を
屋
外
で
思
い
き
り
遊
ば
せ
た
い
、
と
ス

タ
ー
ト
し
た
「
ふ
く
し
ま
キ
ッ
ズ
」（
福
島
の

子
ど
も
を
守
ろ
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
行
委
員
会
）。

２
０
１
１
年
の
夏
休
み
に
北
海
道
の
各
所
で
1

～
5
週
間
、
約

480
名
（
幼
稚
園
の
年
長
児
か
ら

小
学
６
年
生
）
が
参
加
し
て
夏
季
林
間
学
校
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
冬
休
み
編
と
し
て
企
画
さ
れ
た
「
ふ
く

し
ま
キ
ッ
ズ
冬
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
横
浜
（
ほ
か

に
北
海
道
、
愛
媛
）。
そ
の
中
の
葉
山
で
の
活

動
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
海

洋
自
然
体
験
セ
ン
タ
ー
が
引
き
受
け
ま
し
た
。

オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
東
日
本
大
震
災
の

た
め
に
「
災
害
支
援
海
の
仲
間
た
ち
」
を
立
ち

上
げ
、
鳴
き
砂
の
浜
の
清
掃
活
動
な
ど
に
取
り

組
ん
で
き
ま

し
た
。

　

今
回
、
子

ど
も
た
ち
の

引
率
、世
話
、

食
事
作
り
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、

予
想
を
上
回

る
64
名
の
応

募
が
あ
り
、
ス
タ
ッ
フ
ふ
く
め
総
勢
92
名
が
活

動
を
支
え
ま
し
た
。

　

息
の
な
が
い
支
援
を
続
け
て
い
こ
う
と
し
て

い
る
「
ふ
く
し
ま
キ
ッ
ズ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

春
休
み
に
は
、
三
浦
ふ
れ
あ
い
の
村
で
7
日
間

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー 

海
洋
自
然

体
験
セ
ン
タ
ー　

０
４
６
（
８
７
６
）
２
２
８
７

2何かできることがあれば…できることから始めてみました 葉山まちづくり協会 葉山まちづくり協会3

すぐ夢中になる楽しさ

思いきり遊んだ子どもたち

マップから見えてくるもの

ち
ょ
っ
と
足
を
の
ば
し
て

葉
山
で
で
き
る
被
災
地
支
援

ま
ち
づ
く
り
館
で
防
災
座
談
会

新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
よ

運
慶
の
仏
像
が
あ
る

秋
谷
の
浄
楽
寺

役
場
と
町
内
会
と
の

連
携
が
課
題

葉
山
公
園
で「
朝
ツ
ナ
」

福
島
の
子
ど
も
と
遊
ぶ

海
の
仲
間
た
ち


